さんだチャレンジショップ応援事業補助金 申込時チェックシート
下記にチェックが入る必要があります。
	チェック✓を
入れてください。
	チェック項目

	
	申請者本人が起業する。

	
	初めての起業である（令和7年4月1日～令和9年3月31日の期間中に起業済または起業予定である）。 ※過去に起業経験がある場合、廃業届を提出し、今回新たに起業を行う。

	
	三田市内での起業である。

	
	三田市の特定創業支援事業（実践創業塾等）を受講し、証明書を受けた。
※証明書の発行がまだの方は、発行要件を確認し、商工会へ申請書を提出してください。発行には一週間程度かかることがあるため早めに申請してください。

	
	都市計画法、建築基準法その他の法令について確認を行った。
(起業前の方は、申込日時点において、法令遵守に必要な相談・手続きを進めており、起業までに完了する見通しが立っていることを確認した。)
確認項目

確認内容

確認済

都市計画法

開業地における開発許可
の必要性等を確認した

□

建築基準法

建築基準法上の
適合性を確認した

□

その他関係法令（あれば記載）
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
各関係法令上の
必要事項を確認した

□

※開始する事業に必要な許認可証、資格証明書等がある場合は、写しを提出してください。

	
	フランチャイズ契約、またはそれに類する契約の事業ではない。

	
	週４日以上営業する事業である。

	
	補助対象経費は、令和8年度中（令和8年4月1日～令和9年3月31日）に支払った、または支払いを終える予定の経費である。
※クレジットカード払いの場合、カード決済日ではなく、口座引き落とし日が令和8年度中である必要があります。

	
	補助対象経費の金額と内容が分かる資料（賃貸契約書や見積書・請求書等の写し）を添付した。

	※補助対象経費に「テナント賃料」がある場合のみ

	
	「テナント賃料」に、駐車場代や土地の賃料は含まれていない。

	※補助対象経費に「初度備品費」がある場合のみ

	
	初度備品費内訳表（Excel）を添付した。

	
	「初度備品費」に、車両、汎用性が高く目的外使用になり得るもの（PC、タブレット等)、耐用年数が５年未満のもの、ソフトウェア等形のないものは含まれていない。


